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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器の注出開口を閉塞する天板を、下向きに開放された環状溝を形成する内側、外側の
筒体に一体連結して、該環状溝を容器の口頚部先端に嵌合させて固定保持するベースと、
該ベースを取り囲んで配置され該筒体の該口頚部先端に対する嵌合力を強化する環状帯と
、該ベースおよび該環状帯を分離可能に連結する弱化片と、該ベースおよび該環状帯をそ
の後方の下方部位で分離不能に連結するとともに該環状帯の引き起こしにより該ベースを
容器の口頚部先端より離脱させて抜栓する連結片とを備えた容器用キャップであって、
　前記環状溝の壁部に、該環状帯の軸方向に沿って伸延し、かつ該環状帯の引き起こしに
際して該環状帯の引き伸ばし若しくは破断を誘導して嵌合部での引っ掛かりを軽減する少
なくとも１つの弱化部を設け、前記弱化片は、前記ベースおよび環状帯をその天面上端部
の少なくとも一部分において連結する天面弱化片と、該天面弱化片が設けられた領域を除
く下方領域で該ベースおよび環状帯の下端に連結する弱化ブリッジからなることを特徴と
する容器用キャップ。
【請求項２】
　前記弱化部は、前記環状帯の引き起こし開始位置側に設けられた切欠き凹所からなり、
前記連結片は、該弱化部の対向位置側に設けられたものであることを特徴とする請求項１
に記載した容器用キャップ。
【請求項３】
　前記嵌合は、前記環状溝に設けられた環状凸部と、容器の口頚部に設けられた環状凹部
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とが相互に係合するアンダーカットによるものであり、このうち該環状凸部は、前記弱化
部の隣接位置に設けられ、容器用キャップの側方に行くに従って突出代が漸減する異形断
面領域を有することを特徴する請求項１または２に記載した容器用キャップ。
【請求項４】
　前記ベースの外周壁または環状帯の内周壁には、前記弱化ブリッジに隣接する保護突起
が設けられていることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載した容器用キャッ
プ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、飲みきりタイプの飲料ボトルや詰め替え容器等に多く用いられている簡易型
の容器用キャップに関するものであり、とくには、容器の注出開口を閉塞する天板を、下
向きに開放された環状溝を形成する内外二重の筒体に一体連結して、その環状溝を打栓に
よって容器の口頚部先端に嵌合（アンダーカットによる嵌合）させて固定保持するベース
と、このベースを取り囲んで配置され、筒体の口頚部先端に対する嵌合力を強化する環状
帯とを備えたものである。
【背景技術】
【０００２】
　この種の容器用キャップは、ドリンク剤等で使用される飲みきりタイプの飲料容器や、
詰め替え容器等に多用されており、たとえば、特許文献１に開示されたものが知られてい
る。
【０００３】
　これは、ビン口内壁に嵌合する胴部を円盤部で被冠するとともに、その円盤部と、それ
の外側に同心円状に位置する環状把手部とを一部破断可能に、一部一体的に連結し、環状
把手部を引き上げることによって、胴部をビン口から抜き出して開栓するものである。
【０００４】
【特許文献１】特許第４１５２７１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかるにこの従来の容器用キャップは、胴部がビン口内壁に単に嵌合しているにすぎず
、破断可能連結部を破断せずとも容器の注出開口から引き抜くことできるおそれがあり、
不正な開封が行われたかどうかを確実に判断できるとはいえないところに問題を残してい
る。
【０００６】
　本発明の課題は、容器の注出開口に対する嵌合力を高めて容器の確実な密封が行える一
方、開封時には容易に開封を行うことが可能であり、しかも容器を正規に開封する前に不
正な開封が行われたか否かを目視で確実に判断できる容器用キャップを提案することにあ
る
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の容器用キャップは、容器の注出開口を閉塞する天板を、下向きに開放された環
状溝を形成する内側、外側の筒体に一体連結して、該環状溝を容器の口頚部先端に嵌合さ
せて固定保持するベースと、該ベースを取り囲んで配置され、該筒体の該口頚部先端に対
する嵌合力を強化する環状帯と、該ベースおよび該環状帯を分離可能に連結する弱化片と
、該ベースおよび該環状帯をその後方の下方部位で分離不能に連結するとともに該環状帯
の引き起こしにより該ベースを容器の口頚部先端より離脱させて抜栓する連結片とを備え
た容器用キャップであって、前記環状溝の壁部に、該環状帯の軸方向に沿って伸延し、か
つ該環状帯の引き起こしに際して該環状帯の伸ばし若しくは破断を誘導して嵌合部の引っ
掛かりを軽減する少なくとも１つの弱化部を設け、前記弱化片は、前記ベースおよび環状
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帯をその天面上端部の少なくとも一部分において連結する天面弱化片と、該天面弱化片が
設けられた領域を除く下方領域で該ベースおよび環状帯の下端に連結する弱化ブリッジか
らなることを特徴とする容器用キャップである。
【０００８】
　本発明において、前記弱化部は、前記環状帯の引き起こし開始位置側（指掛け片が存在
する側）に設けられたものとし、前記連結片は、該弱化部の対向位置側に設けられたもの
とするのが好ましい。
【０００９】
　また、本発明において、前記嵌合は、前記環状溝に設けられた環状凸部と、容器の口頚
部に設けられた環状凹部とが相互に係合する、いわゆるアンダーカットによるものであり
、このうち該環状凸部は、前記弱化部の隣接位置に設けられ、容器用キャップの側方に行
くに従って突出代が漸減する異形断面領域を有するものとするのが望ましい。ここで、「
弱化部の隣接位置」とは、環状凸部が、該環状凸部から若干離隔して位置する場合、ある
いは該環状凸部の縁部に一体的に連結している場合をも含むものとする。
【００１０】
　また、本発明は、上記の構成からなる容器用キャップにおいては以下の構成要素を付加
するのが好ましい。
１）弱化片としてベースおよび環状帯をその天面上端部の少なくとも一部分において分離
可能に連結する天面弱化片を設けること。
２）天面弱化片は、環状帯の引き起こし起点となる該環状帯の前面側の側方位置に設けら
れたものであること。
３）天面弱化片が設けられた領域を除く下方領域においてベースおよび環状帯を分離可能
に連結する少なくとも１つの弱化ブリッジを設けること。
４）ベースの外周壁および前記環状帯の内周壁の少なくとも一方に、前記弱化ブリッジに
隣接する保護突起を設けること。さらに、
５）ベースの外周壁および前記環状帯の内周壁の少なくとも一方に、前記天面弱化片に隣
接する保護突起を設けること。
【００１１】
　上記の「天面弱化片に隣接する」、「弱化ブリッジに隣接する」とは、天面弱化片、弱
化ブリッジから離隔して位置する場合の他、天面弱化片、弱化ブリッジの縁部に一体的に
連結している場合をも含むものとする。
【００１２】
　また、保護突起としては、突起状のもの、あるいはリブ状のものを適用することが可能
であり、天面弱化片、弱化ブリッジの破断痕が残る部分（ベース、環状帯のいずれか一方
）に隣接する場合のみならず、その上方および下方の少なくとも一方に設けることもでき
る。
【００１３】
　また、弱化片として天面弱化片、弱化ブリッジを設ける場合、その破断を容易にするた
め、薄肉部、ミシン目状の穿孔あるいはスリット状の切れ込み等の分断予定端を設けてお
くことが好ましい。保護突起については、ベースを構成する外側の筒体の外周壁に設けて
おくのが好ましい。
【発明の効果】
【００１４】
　上記構成からなる本発明の容器用キャップによれば、ベースの周りに環状帯を設け、該
環状帯をベースの箍として機能させるようにしたため容器用キャップの、容器の口頚部に
対する嵌合がより強固になる。
【００１５】
　また、本発明の容器用キャップによれば、環状帯の引き起こすことにより、容器用キャ
ップの、容器の口頚部における嵌合力を弱めることが可能となり、連結部を介してベース
を引き上げるだけで容器を簡単に開封することができる。この際、環状帯は弱化部により
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引き延ばされるか、あるいはその部位を起点にして破断することになるため、嵌合部での
引っ掛かりが軽減され、比較的小さな力でもってスムーズな抜栓が可能となる（引っ掛か
りによる反動でもって内容物がこぼれ出ることがない）。とくに、ベースと容器の口頚部
先端との嵌合を、環状溝に設けられた環状凸部と、容器の口頚部に設けられた環状凹部と
が相互に係合する、いわゆるアンダーカットによるものとし、このうち該環状凸部を、弱
化部の隣接位置に設けられ、容器用キャップの側方に行くに従って突出代が漸減する異形
断面領域を有するものとすることで容器の密封に必要な嵌合力を確保しつつ嵌合部での引
っ掛かりを軽減することが可能となる。
【００１６】
　また、本発明の容器用キャップによれば、環状帯を引き起こす際に、天面弱化片が破断
するため、容器の正規の開封前に不正な開封が行われたかどうかを見分けることができる
。
【００１７】
　また、本発明の容器用キャップによれば、天面弱化片を、環状帯の引き起こし起点とな
る該環状帯の前面側の側方位置に設けることにより、環状帯を引き起こす向きと天面弱化
片が破断する向きがほぼ一致することになり、該天面弱化片をより小さな力でスムーズに
破断することができる。
【００１８】
　また、本発明の容器用キャップによれば、天面弱化片が設けられた領域を除く下方領域
に、該ベースおよび該環状帯を分離可能に連結する少なくとも１つの弱化ブリッジを設け
ることにより、環状帯の、ベースに対する取り付け姿勢を安定的に保持することができる
。
【００１９】
　また、本発明の容器用キャップによれば、ベースの外周壁および環状帯の内周壁の少な
くとも一方に、弱化ブリッジに隣接する保護突起を設けた場合に、容器の開封時に該弱化
ブリッジの破断箇所に、先端が尖った、内向きまたは外向きの破断痕が発生しても、保護
突起の作用下で、開封作業を行う需要者の手指への破断痕の接触の程度を小さくすること
が可能となり、それによる不快な刺激を軽減することができる。
【００２０】
　とくに、天面弱化片に隣接する部位に保護突起を設ける場合にあっては、該天面弱化片
の破断箇所に、先端が尖った、内向きまたは外向きの破断痕が発生しても、保護突起の作
用下で、開封作業を行う需要者の手指への破断痕の接触の程度を小さくすることが可能と
なる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】（ａ）～（ｃ）は、本発明の容器用キャップの実施形態を模式的に示した図であ
り、（ａ）は平面図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ線に沿う断面を示した図、（ｃ）は底面を
示した図である。
【図２】図１に示した容器用キャップのＢ－Ｂ線に沿う断面を示した図である。
【図３】図１に示した容器用キャップを容器の口頚部先端に装着した状態を示した図であ
る。
【図４】図１（ｃ）の要部を拡大して示した図である。
【図５】図１（ａ）～（ｃ）に示した容器用キャップの抜栓状況を示した図である。
【図６】本発明の容器用キャップの他の例を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下に本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
　図１（ａ）～（ｃ）は、本発明に従う容器用キャップの実施の形態を模式的に示した図
であり、（ａ）は平面図、（ｂ）はＡ－Ａ線に沿う断面図、（ｃ）は底面図である。また
、図２は、図１（ａ）のＢ－Ｂ線に沿う断面図であり、図３は、本発明に従う容器用キャ
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ップを容器の口頚部に装着した状態を示した図であり、図４は、図１（ｃ）の要部を拡大
して示した図であり、さらに図５は、図３に示した容器用キャップについて環状帯を引き
起こした状態（抜栓状態）を示した図である。
【００２３】
　図１～５において、符号１は、容器用キャップである。この容器用キャップ１は、容器
の口頚部先端２の注出開口２ａを閉塞する天板１ａと、上端同士を一体連結して下向きに
開放された環状溝１ｂを形成するとともにその内側下端を連結部１ｈに連結した内側、外
側の筒体１ｃ、１ｄ（以下、内側の筒体を内筒１ｃで表示し、外側の筒体を外筒１ｄで表
示する）とによって構成されたベース１ｅを備えている。
【００２４】
　このベース１ｅは、図３に示すように、内筒１ｃと外筒１ｄとの間に形成された環状溝
１ｂを打栓によって容器の口頚部先端２に嵌合させて該ベース１ｅを固定保持するもので
あって、このベース１ｅの外側には、該ベース１ｅを取り囲んで内筒１ｃ、外筒１ｄの口
頚部先端２に対する嵌合力を強化する環状帯３が設けられている。なお、環状帯３はその
前面側の外壁（その中心軸線に対し連結片の形成位置とは、直径方向に対向する外周面）
に、半径方向外方へ突出する、たとえばリップ状の平面形状の指掛け片３ａを設けられる
。
【００２５】
　ベース１ｅの、口頚部先端２への装着は、環状溝１ｂ、とくに外筒１ｄの内周壁に設け
られた一条の環状凸部１ｆと、容器の口頚部先端２に設けられ、該環状凸部１ｆに係合す
る一条の環状凹部２ｂをアンダーカット嵌合させることによって実現している。
【００２６】
　また、符号４は、ベース１ｅの外筒１ｄと環状帯３との相互間に設けられた弱化片であ
る（以下、この弱化片を天面弱化片４と記す）。この天面弱化片４は、ベース１ｅの外筒
１ｄおよび環状帯３を、その天面上端部の少なくとも一部分において分離可能に連結する
薄肉板状部材から構成されている。この天面弱化片４は、指掛け片３ａを把持して帯状体
３を引き起こすことによってベース１ｅの外筒１ｄと環状帯３を分離するとき、該天面弱
化片４は前側端縁４ａから破断が始まり後側端縁４ｂにおいて破断を完了するものであっ
て、この前側端縁４ａと後側端縁４ｂとの相互間に破断予定端（線）４ｃが形成される。
【００２７】
　ここでは、天面上端部の少なくとも一部分として、天面弱化片４を、環状帯３の引き起
こし起点となる該環状帯３の前面側（指掛け片３ａが設けられている側）の側方位置に二
つ設け、前側端縁４ａ、後側端縁４ｂおよびこれらを結ぶ破断予定端４ｃをベース１ｅの
外筒１ｄの外周壁に一致させることにより該天面弱化片４を該外筒１ｄの外周壁に沿わせ
て破断させるものを例として示したが、前側端縁４ａ、後側端縁４ｂおよび破断予定端４
ｃを環状帯３の内周壁に一致させて天面弱化片４を破断することも可能であり、この点に
ついては限定されない。
【００２８】
　前側端縁４ａ、後側端縁４ｂおよび破断予定端４ｃをベース１ｅの外周壁に一致させて
天面弱化片４を破断する場合、その破断痕は、環状帯３の内周壁に残ることになり、逆に
、前側端縁４ａ、後側端縁４ｂおよび破断予定端４ｃを環状帯３の内周壁に一致させて天
面弱化片４を破断する場合には、その破断痕は、ベース１ｅの外筒１ｄの外周壁に残るこ
とになる。なお、天面弱化片４の破断を容易ならしめるため、破断予定端４ｃは、薄肉部
、ミシン目状の穿孔あるいはスリット状の切れ込み等によって形成するのが好ましい。
【００２９】
　天面弱化片４の平面形状は所要に応じて適宜変更することができるものであって図示の
ものに限定されることはない。
【００３０】
　また、５は、ベース１ｅの外筒１ｄおよび環状帯３を分離不能に連結する連結片である
。この連結片５は、ベース１ｅの背面側（指掛け片３ａが設けられた対向位置）で、天面
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弱化片４よりも下方の部位に設けられており、環状帯３を引き起こして容器を開封する際
に、ベース１ｅはこの連結片５を介して容器の口頚部先端２から離脱する。
【００３１】
　連結片５は、天面弱化片４よりも下方に設けられていればよいが、とりわけ、ベース１
ｅの外筒１ｄの下端および環状帯３の下端に設けるのが好ましく、これにより、環状帯３
を引き起こす際に、外筒１ｄに設けられた環状凸部１ｆが径方向の外側へ向けて引っ張ら
れるため、口頚部先端２に設けられた環状凹部２ｂとのアンダーカットによる嵌合が解除
しやすくなり、より小さい力（抜栓力）で容器の開封が可能となる。
【００３２】
　また、符号６は、天面弱化片４が設けられた領域を除く下方領域、とくに、ベース１ｅ
と環状帯３との下端に設けられた弱化片である（以下、この弱化片を弱化ブリッジ６と記
す）。この弱化ブリッジ６は、ベース１ｅおよび環状帯３を分離可能に連結するものであ
って、この弱化ブリッジ６によって環状帯３の、ベース１ｅに対する取り付け姿勢の安定
化が図られている。この弱化ブリッジ６は、環状帯３の引き起こしに際して破断する。
【００３３】
　弱化ブリッジ６は、少なくとも１つ設けられるものである。弱化ブリッジン６を複数設
ける場合には、ベース１ｅの周りに沿って間隔をおいて配置するのが好ましい。
【００３４】
　弱化ブリッジ６の平面形状は、環状帯３に向けて先細りとなる台形形状としたものを例
示したが、弱化ブリッジ６の配設個所や平面形状等は、適宜変更することができる。
【００３５】
　弱化ブリッジ６の平面形状を、環状帯３に向けて先細りとなる台形形状とし、かつ、そ
の断面形状を、環状帯３に向けて漸次に薄肉化したものを適用する場合には、該弱化ブリ
ッジ６の分断予定端６ａは、環状帯３との連結部位（環状帯３と弱化ブリッジ６の境界）
に位置し、抜栓時に弱化ブリッジ４の破断痕は、外筒１ｄ側に残ることになる。とくに弱
化ブリッジ４の破断痕が外筒１ｄ側に残る場合においては、環状帯３そのものに指を掛け
て引き起こす際に、弱化ブリッジ４の破断痕による手指への不快な刺激を無くすことがで
きる利点がある。
【００３６】
　なお、弱化ブリッジ６の分断予定端６ａは、外筒１ｄとの連結部位としてもよく、その
場合には、先端が尖った弱化ブリッジ６の破断痕は環状帯３の内周壁に残ることになる。
【００３７】
　分断予定端６ａは、弱化ブリッジ６の幅寸法や厚さを適宜変更してその平面形状を変化
させることによって容易に形成することができる（幅寸法の変更等）が、薄肉部を設けた
り、ミシン目状の穿孔、あるいはスリット状の切れ込みを設けることによって形成しても
よい。
【００３８】
　また、符号７は、弱化ブリッジ６に隣接して設けられた保護突起である。この保護突起
７は、弱化ブリッジ６の破断痕が残る部位、すなわち、ベース１ｅの外筒１ｄの外周壁あ
るいは環状帯３の内周壁の少なくとも一方に設けることができるものであって、容器の口
頚部先端２から容器用キャップ１を取り外す際に需要者の手指を、弱化ブリッジ６の、先
端が尖った破断痕から保護して破断痕による手指への不快な刺激を軽減する。
【００３９】
　保護突起７の数は、それが弱化ブリッジ６に隣接して存在する限りにおいて種々に変更
することができる。また、保護突起７の形態は、凸状とすることもでき、しかも、該保護
突起７は、弱化ブリッジ６の上方および下方の少なくとも一方に設けることを可としてい
る。なお、保護突起７が弱化ブリッジ６に隣接して設けられているとは、上記の保護突起
６と同様に、数ミリ程度の間でもって離間して位置する場合や弱化ブリッジ６に一体的に
連結している場合を含んでいる。
【００４０】
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　さらに、符号８は、環状帯１ｂの引き起こし開始位置側、すなわち、指掛け片３ａが設
けられている側で該環状溝１ｂの壁部、とくに外筒１ｄの内周壁（とくに抜栓時にベース
１ｅと容器の口頚部先端２との嵌合部が引っ掛かりやすい部分）に設けられた弱化部であ
る（図１（ｂ）、図２参照）。この弱化部８は、その要部断面を図２に示すように環状帯
１ｄの軸方向Ｌに沿ってその下端から上端に向けて伸延する切欠き凹所（溝状のもの）か
ら構成される。切欠き凹所は、環状帯１ｄのほぼ半分程度の高さに設定した図１（ｃ）に
示した如き台形状の溝部を例として示したが、該切欠き凹所の高さや断面形状については
任意に変更することができる。
【００４１】
　弱化部８は、環状帯１ｄの壁部を局所的に薄くして環状帯１ｄの引き起こしに際してそ
の部位を引き伸ばすか、あるいは破断させる機能を有するもの（嵌合力を局所的に弱める
）であって、この弱化部８により嵌合力を弱めてその部位での引っ掛かりを軽減させてい
る。
【００４２】
　この実施の形態では指掛け片３ａの幅寸法とほぼ同等の間隔でもって弱化部８を２つ設
けた場合を例として示したが、該弱化部８は１つ、あるいは３つ以上設けることも可能で
あり、この点については限定されない。とくに弱化部８を２つ設けたものにあっては、抜
栓時にその相互間に位置する環状凸部１ｆでの嵌合力を弱めることができる。
【００４３】
　また、９は、弱化部８と同等の構成、すなわち、切欠き凹所にて構成された弱化部であ
る。この弱化部９は、連結片５の幅寸法とほぼ同等の間隔でもって２つ設けた場合を例と
して示してある。
【００４４】
　かかる弱化部９は、その部位での嵌合力を弱めてベース１ｅの、口頚部先端２からの引
き上げをスムーズにするために設けられるものである。嵌合部での引っ掛かりがとくに問
題にならない場合には、弱化部９は省略することができる。
【００４５】
　さらに、１０は、弱化部８の隣接位置に設けられた異形断面領域である。この異形断面
領域１０は、２つの弱化部８の一端側（内側端）でそれらを相互につなぐ中央領域１０ａ
と、該弱化部８の他端側でそれにそれぞれつながる縁部領域１０ｂからなっている。この
異形断面領域１０の中央領域１０ａは、指掛け片３ａの幅方向中央部に位置する部分が最
も突出しており（環状凸部１ｆと同じ突出代を有する）、容器用キャップ１の側方に行く
に従ってその突出代が漸減するものであって、この異形断面領域１０によって必要最低限
の嵌合力を保持しつつその部位の引っ掛かりを軽減している。
【００４６】
　異形断面領域１０は、突出代を段階的（階段状）小さくすることもできる。なお、異形
断面領域１０は、その要部を拡大して図４（図中、異径断面領域１０は、網掛け線で表示
）示すように、注出キャップ１の中心Oおよび弱化部８の幅方向の中心Ｏ１を通る直線を
基準線Ｗとしかつ、該注出キャップ１の中心Ｏを回転中心とした場合、角度θはθ＝３０
°程度、より好ましくはθ＝２８°程度（環状凸部１ｆの周長の１５．５５％程度）の範
囲で設けるのが好ましい。指掛け片３ａの幅方向の中心Ｏ２および注出キャップ１の中心
Ｏを通る直線を基準線Ｗ１とし、かつ該注出キャップ１の中心Ｏを回転中心とした場合、
異形断面領域１０の端縁に至るまでの角度θ１は、６０°程度、より好ましくは５９°程
度とするのが好ましい。弱化片８を図示の如く２つ設けたものを適用するにあたっては、
異形断面領域１０の端縁相互間の角度θ２は、１２０°程度、より好ましくは１１８°程
度（環状凸部１ｆの周長の３２．７７％程度）に設定されることになる。
【００４７】
　上記の構成からなる容器用キャップ１においては、天面弱化片４、その下方に位置する
弱化ブリッジ６をそれぞれ破断させて図５に示すように環状帯３を引き起こし、その環状
帯３を引っ張ることで、連結片５を介してベース１ｅの一端部（図では右端部）が引き上
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げられる。この引き上げにより、容器の口頚部先端２とベース１ｅとの嵌合が上記一端部
側から解除されて容器の開封が可能となる。その際、従来の容器用キャップにあっては、
連結片５の対向位置側、すなわち環状帯３の引き起こし開始位置側（指掛け片３ａが存在
する側）で環状凸部１ｆが環状凹部２ａに引っ掛かってスムーズに抜栓することができな
いばかりか該引っ掛かりの解除による反動で内容物がこぼれ出ることがあったが、本発明
では、弱化部８により環状帯３の一端部側（連結片５の対向位置側）が引き伸ばされる、
あるいは破断するため、その部位での嵌合力が弱められる結果として引っ掛かりは軽減さ
れ、スムーズに抜栓することができる。
【００４８】
　この実施例では、容器の注出開口２ａを閉塞する天板１ａを、内筒１ｃ、外筒１ｄと同
心の環状周壁１ｇおよび連結部１ｈを介して外周縁を内筒１ｃの下端部に一体連結した構
成のキャップを例として示したが、天板１ａの外周縁を内筒１ｃの上端部に一体連結して
該内筒１ｃをインナーシール筒部１１とした図６に示すようなタイプのキャップに適用す
ることも可能である。また、天板１ａの上面を、内筒１ｃの下端部もしくはそれよりも低
い位置に設けることも可能であり（図示せず）、この点については、図示のものに限定さ
れることはない。
【００４９】
　また、かかる構成の容器用キャップ１によれば、抜栓前については、環状帯３が容器の
口頸部先端２に対する嵌合力を強化しているので、天面弱化片４、弱化ブリッジ６を破断
させて環状帯３を引き起こさない限り容器を開封することはできず、しかも、容器の正規
の開封前に不正な開封が行われた場合には、天面弱化片４の破断が見てとれるので、該天
面弱化片４の破断の有無を確認するだけで不正な開封が行われたがどうかを簡単に、しか
も確実に見分けることができる。
【００５０】
　なお、本発明の容器用キャップ１は、容器が開封されたのちにおいても、ベース１は初
期形状をそのまま維持するため容器用キャップ１を再利用できる利点がある。
【００５１】
　本発明の容器用キャップは、天面弱化片４の両端側に隣接して保護突起７と同様の保護
突起を設けることもできる。保護突起７と同様の保護突起を設けることにより、容器の口
頚部先端２から容器用キャップ１のベース１ｅを離脱させる際に、需要者の手指を、天面
弱化片４の先端が尖った破断痕から保護することが可能であり、これによって破断痕によ
る手指への不快な刺激を軽減することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５２】
　本発明によれば、容器の注出開口に対する嵌合力を高めて容器の確実な密封が行える一
方、抜栓時には容易な開封を行うことができる。また、本発明によれば、容器を正規に開
封する前に不正な開封が行われたか否かを目視で簡単に判断することも可能となる。さら
に本発明によれば、開封時には嵌合部での引っ掛かりを軽減して比較的小さな力でスムー
ズに抜栓することができるので嵌合部での引っ掛かりによる反動でもって内容物がはね上
がるのを回避することができる。
【符号の説明】
【００５３】
１　容器用キャップ
１ａ　天板
１ｂ　環状溝
１ｃ　内筒
１ｄ　外筒
１ｅ　ベース
１ｆ　環状凸部
１ｇ　環状周壁
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１ｈ　連結部
２　口頚部先端
２ａ　注出開口
２ｂ　環状凹部
３　環状帯
３ａ　指掛け片
４　弱化片（天面弱化片）
４ａ　前側端縁
４ｂ　後側端縁
４ｃ　破断予定端
４ｄ　端縁
４ｃ　破断予定端
５　連結片
６　弱化ブリッジ
６ａ　分断予定端
７　保護突起
８　弱化部
９　弱化部
１０　異形断面領域
１０ａ　中央領域
１０ｂ　縁部領域
１１　インナーシール筒部
Ｌ　軸方向

【図１】 【図２】

【図３】
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